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（
四
面
か
ら
続
く
）

二
十
年
前
に
国
庫
負
担
問
題
が
浮
上
し
た
の
は
、
当
時
の
国
家
財
政

の
構
造
的
赤
字
対
策
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
義
務
教
育
教
材
費
・
旅

費
・
共
済
費
・
退
職
手
当
等
が
相
次
い
で
国
庫
負
担
の
対
象
か
ら
外
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
国
同
様
財
政
難
に
あ
え
ぐ
自
治
体
毎
の
教

育
予
算
の
格
差
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
不
平
等
で
す
。

現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
地
方
財
政

の
窮
乏
を
背
景
と
し
て
地
方
自
治
体
の
義
務
教
育
費
の
支
出
に
不
均
衡

が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

国
庫
負
担
制
度
か
ら
外
さ
れ
れ
ば
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
の
い

な
い
学
校
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
、

自
治
体
財
政
が
一
層
逼
迫
す
る
状
況
に
あ
っ
て
、
学
校
事
務
職
員
・
栄

養
職
員
の
身
分
・
労
働
条
件
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
に
な
り
、
十

分
に
学
校
教
育
を
支
え
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
し
わ
寄
せ

が
教
員
に
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
必

至
で
す
。
こ
れ
ま
で
二
十
年
に
わ
た
っ
て
適
用
除
外
を
阻
止
し
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
た
各
地
方
自
治
体
の
首
長
・

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
粘
り
強
い
反
対
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職

員
給
与
費
の
国
庫
負
担
制
度
か
ら
の
適
用
除
外
に
反
対
を
求
め
る
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

一
般
廃
棄
物
の
約
六
割
を
占
め
る
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

た
め
、
一
九
九
七
年
四
月
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
上
が
っ
て
も
、
使
い
捨
て
型
ワ
ン
・

ウ
ェ
イ
容
器
の
大
量
生
産
・
大
量
使
用
の
構
造
は
見
直
さ
れ
ず
、
排
出

抑
制
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
自

治
体
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
約
七
割
を
占
め
る
収
集
・
分
別
・
圧

縮
・
保
管
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
分
別
収
集
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
方

自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用

が
税
金
負
担
の
構
造
で
は
、
特
定
事
業
者
に
も
ご
み
減
量
に
取
り
組
も

う
と
す
る
企
業
努
力
に
つ
な
が
り
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
容
器
選
択
権
の
あ
る
生
産
者
の
責
任
を
明
確
に
し
な

い
限
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
量
廃
棄
に
か
わ
る
大
量
リ
サ
イ
ク
ル
に
際

限
な
く
税
金
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
こ
の
法
律
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
削
減
）、リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
と
い
う
３
Ｒ
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
た

と
さ
れ
る
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
の
精
神
か
ら
矛
盾
す
る
面
も

あ
り
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
手
法
や
規
制
的
手
法

な
ど
を
盛
り
込
む
視
点
で
見
直
す
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

よ
っ
て
、
次
の
事
項
を
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
要
望
す
る
。

一

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
収
集
・
分
別
・
圧
縮
・

保
管
の
費
用
を
製
品
の
価
格
に
含
め
る
こ
と
。

二

リ
デ
ュ
ー
ス
（
削
減
）、リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、リ
サ
イ
ク
ル
（
再

生
利
用
）
の
優
先
順
位
で
推
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
盛
り
込
む

こ
と
。

地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の
真
の
三
位
一
体
改
革
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
お
い
て
は
、
日
本
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
市
の
地
域
経
済
は
い
ま
だ
回
復
の
兆
し
は
見
ら

れ
ず
、
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
国
の
予
算
編
成
は
、
三

位
一
体
改
革
の
名
の
も
と
に
、
本
来
あ
る
べ
き
国
・
地
方
を
通
ず
る
構

造
改
革
と
は
異
な
り
、
市
町
村
の
財
政
運
営
の
基
幹
た
る
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
た
が
、
こ

れ
は
国
の
財
政
健
全
化
方
策
に
特
化
さ
れ
た
も
の
と
受
け
取
ら
ざ
る
を

得
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
運
営
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な

っ
て
い
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

特
に
、
平
成
十
六
年
度
の
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
に
伴
う
本
格
的
な
税
源
移
譲
が
先
送
り
さ
れ
、
命
綱
で
あ
る

地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
削
減
の
み
が
突
出
し
た
対
策
は
、

本
市
の
行
財
政
運
営
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
、
市
民
生
活
及
び
地
域

経
済
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
事
態
を
招
来
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
に
お
い
て
は
、
先
般
の
「
麻
生
プ
ラ
ン
」
に

沿
っ
た
考
え
方
の
も
と
に
、
去
る
六
月
四
日
に
は
「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
行
財
政
運
営
が
実

施
で
き
る
改
革
の
実
現
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
及
び
国
会
に
お
い
て
は
、
二
年
目
を
迎
え
る
三
位
一

体
改
革
が
地
方
分
権
の
理
念
に
基
づ
い
た
真
の
地
方
分
権
改
革
と
な
る

よ
う
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。

記

一

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
財
源
保
障
及
び
財
源
調
整
の
両

機
能
を
堅
持
し
、
地
方
の
実
情
等
を
十
分
踏
ま
え
、
そ
の
所
要
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
。

特
に
、
地
方
交
付
税
総
額
は
、
平
成
十
五
年
度
以
前
の
水
準
以
上

を
確
保
す
る
こ
と
。

二

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
基
幹
税
に
よ

る
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
先
行
決
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

三

国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
廃

止
・
縮
減
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
単
な
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
負
担
転
嫁
は
絶
対
行
わ
な
い
こ
と
。

四

三
位
一
体
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
全
体
像
と
工
程
表
を
早
急
に
示

し
、
地
方
公
共
団
体
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
、
行
財
政
運
営
に
支
障

が
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
処
す
る
こ
と
。

５
・
１７

基
地
対
策
特
別
委
員
会

行
政
視
察
…
広
島
県
呉

市
（
〜
１８
）

１８

千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
議
会

議
員
行
政
視
察
来
庁

２１

議
会
運
営
委
員
会

２４

全
国
市
議
会
議
長
会
理

事
会

２５

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

２７

厚
木
基
地
周
辺
五
市
議

会
議
長
会
基
地
対
策
協

議
会
総
会

２８

第
二
回
定
例
会
本
会
議

６
・
３

第
二
回
定
例
会
本
会
議

４

第
二
回
定
例
会
本
会
議

７

第
二
回
定
例
会
本
会
議

１０

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１１

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１４

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７

議
会
運
営
委
員
会

２１

第
二
回
定
例
会
本
会
議

２２

鈴
木
議
員
外
四
名
行
政

視
察
…
群
馬
県
太
田
市
・

栃
木
県
足
利
市
（
〜
２３
）

２５

高
座
清
掃
施
設
組
合
議

会

２８

市
民
経
済
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
三
重
県
四

日
市
市
・
鳥
羽
市（
〜
２９
）

７
・
１

厚
木
基
地
周
辺
五
市
議

会
議
長
会
基
地
対
策
協

議
会
行
政
視
察
…
山
口

県
岩
国
市
（
〜
２
）

１３

東
京
都
青
梅
市
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

１４

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

香
川
県
東
か
が
わ
市
議

会
議
員
行
政
視
察
来
庁

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
理
事
会

１５

総
務
常
任
委
員
会
行
政

視
察

愛
知
県
高
浜
市
（
〜
１６
）

１５

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
長
野
県
岡

谷
市
（
〜
１６
）

１６

広
域
大
和
斎
場
組
合
議

会

２１

建
設
水
道
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
宮
城
県
白

石
市
（
〜
２２
）

２７

浜
野
議
員
外
四
名
行
政

視
察
…
北
海
道
石
狩
市
・

岩
見
沢
市
（
〜
２９
）

議議
会会
日日
誌誌第

３
回
定
例
会
の
開
催
予
定

８
月
１７
日
�
本
会
議
（
総
括
質
疑
）

１９
日
�
総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

２０
日
�
市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

２３
日
�
基
地
対
策
特
別
委
員
会

２５
日
�
本
会
議（
一
般
質
問
）

２６
日
�
本
会
議（
一
般
質
問
）

２７
日
�
議
会
運
営
委
員
会

３１
日
�
本
会
議（
討
論
・
採
決
）

請請
願願
・・
陳陳
情情
のの
結結
果果

◎

採

択

請
願
第
８
号

「
ゆ
と
り
あ
る

教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予

算
増
額
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
第
９
号

「
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願

陳
情
第
１０７
号

義
務
教
育
諸
学

校
の
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

給
与
費
の
国
庫
負
担
制
度
か
ら
の

適
用
除
外
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情

◎

継
続
審
査

陳
情
第
７９
号

弱
者
救
済
援
護

措
置
条
例
制
定
に
係
わ
る
件
、
御

審
議
の
上
、
可
決
成
立
を
希
う
陳

情
陳
情
第
９３
号

高
額
医
療
費
制

度
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情

陳
情
第
９４
号

二
〇
〇
四
年
度

の
年
金
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、

「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
」

等
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
９５
号

遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
の
栽
培
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情

陳
情
第
９６
号

学
校
給
食
に
お

い
て
、
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
か
ら
安

全
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
食
器
へ

切
り
替
え
る
よ
う
願
う
陳
情

陳
情
第
９７
号

座
間
小
学
校
の

登
校
時
間
帯
に
交
通
規
制
を
す
る

よ
う
警
察
に
働
き
か
け
る
事
を
求

め
る
陳
情

陳
情
第
１０４
号

一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
に
配
慮
し
た
こ
ま
や
か
な

教
育
の
実
現
の
た
め
、
三
十
人
学

級
の
早
期
実
施
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
１０６
号

私
立
幼
稚
園
児

の
就
園
奨
励
金
・
保
育
料
軽
減
措

置
（
直
接
補
助
）
を
増
額
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
陳
情

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た

請
願
及
び
陳
情
は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

お
願
い

第
三
回（
八
月
）定
例

会
で
、
審
査
を
す
る
た

め
の
請
願
・
陳
情
は
八

月
六
日（
金
）ま
で
に
議

会
事
務
局
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議会の活動を知っていただくため、多くの皆様の傍聴をお願いします。
市役所７階の議場入口正面で受付をしています。

（各委員会は、６階の議会事務局へお申し出ください）

・お問い合わせ �２５２－８８７２（直通）
・市のホームページでも、市議会情報を提供しています。

アドレス http : //www.city.zama.kanagawa.jp/

議会を傍聴しましょう

第１２９号（５）平成１６年８月１日


